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山 内   孔 松山市立東中学校長 学校関係者評価委員 
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早 瀬 順 子 全日制ＰＴＡ副会長 学校関係者評価委員 

塚 本   強 定時制ＰＴＡ会長 学校関係者評価委員 

 全日制 

評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

１ 今年度の最終評価について 

⑴ 学習指導 

・皆勤率、年間出席率が、昨年度に比べて低下している。原因を把握し、対

策が必要である。 

 

 

 

 

・「授業の内容がよく分かる」、「授業の進み方は適切である」、「授業内容に

興味関心が持てるように、指導法が工夫されている」項目の生徒評価が、

昨年度に比べて高く表れている。 

   

⑵ 進路指導 

・県内企業への就職率の高さから、地域のことを理解し地域社会の発展に貢

献するという考えの生徒が育成できている。 

 

⑶ 生徒指導 

・校則を守っている生徒が多いと回答している教職員の割合が、昨年度に

比べて下がっている。 

 

 

・生徒の安全を守るためヘルメット着用率は、100％を達成しないといけな

い。生徒にヘルメット着用の意義を繰り返し伝え、継続した指導が必要で

ある。 

 

・清掃時に活動している生徒が多いと回答している教職員の割合が、昨年度

に比べて下がっている。 

 

⑷ 特別活動 

 ・図書館はよく整備されているが、よく利用している生徒の割合が低い。図

書館利用の推進が必要である。 

 

 ・地域交流活動やボランティア活動には多くの生徒が参加しており、その意

義や目的がよく理解できている。しかし、活動に参加し満足できたと思っ

ている生徒の割合が低いので、改善が必要である。 

 

 

・感染症を広めないよう慎重な行動をとる

ようになったことが、皆勤率や出席率の

低下の原因と考えられる。感染症の予防

を徹底するとともに、生徒の基本的生活

習慣の確立を図り、地域から信頼される

人材育成に努めたい。 

・ＩＣＴを有効活用した情報活用能力や問

題発見・解決能力の育成を目指した教育

活動の推進により、授業への意欲と理解

力向上につながっている。 

 

・今後も地域社会から学び、魅力を知り、

地域社会に活力を与える人材の育成に努

めていきたい。 

 

・校内での携帯電話使用上の注意、身だし

なみ指導や挨拶等の重要性を進路指導と

結び付けて理解させ、主体的に取り組め

る生徒を増やしたい。 

・地域の人からご指導をいただくこともあ

る。安全教育を推進し、命の大切さを理

解し自らの意志でヘルメットを着用し行

動できる生徒の育成に努めたい。 

・担当教員が、年度当初に清掃手順をしっ

かり指導した上で、教職員全員で取り組

んでいきたい。 

 

・今後も図書館運営に工夫を凝らすなど、

生徒が図書館を頻繁に利用できるような

取組を進めていきたい。 

・事前・事後指導にも力を入れ、活動の成

果や生徒の充実感が得られるように取り

組んできた。生徒が充実感や達成感を持

てるような活動を目指したい。 



 

定時制 

評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

今年度の最終評価について 

 

⑴ 教科指導 

・昨年度に引き続き、全生徒が各種検定試験に挑戦できたことは、商業高校

としてすばらしいことである。なかには多種目１級に合格している生徒も

いる。 

 

・漢字テストへの取組が昨年度より数値を落としている。対策、改善をお願

いしたい。 

 

 

⑵ 特別活動 

・運動会や各種レクリエーションなどを積極的に行っている様子であり、生

徒の関心や意欲、満足度も高いようである。 

 

 

 

⑶ 生徒指導 

・本年度、退学者は 0人で、大きな事故もなくよかった。一方で、欠席日数

が多い生徒が増加している。生徒が休まず登校する学校作りをお願いした

い。 

 

 

⑷ 保護者連携 

・ホームページが定期的に更新されており、生徒の学校での様子がよく伝わ

ってくる。今後も情報発信に努めていただきたい。行事等に参加する保護

者が少ないので改善をお願いしたい。 

 

 

⑸ 進路指導 

・個々の生徒に寄り添って指導されている。進路決定して卒業できるよう指

導をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒は検定試験合格への意欲が高い。今

後も個別最適な指導を心がけ、生徒の意

欲・能力を引き出していきたい。 

 

・数値を落とした要因の一つに欠席生徒が

増加したことが挙げられる。出席を促す

とともに粘り強く指導していきたい。 

 

 

・生徒会が中心となって学校行事を企画運

営していく流れが本年度も継続できた。

今後も生徒の主体性を尊重しながら個々

に応じた行事等を実施していきたい。 

 

 

・安全、安心な学校づくりを推し進めてい

きたい。生徒同士や生徒と教員のコミュ

ニケーションを取り合いながら登校しや

すい雰囲気作りを進めていきたい。 

 

 

・今後もホームページでは学校活動の様子

等を発信していきたい。保護者との連携

を密にし、行事等の実施前に情報を伝え

ていきたい。 

 

 

・本年度は卒業生２名ともに進路決定でき

た。今後も個人面談の時間、回数の機会

を増やし、各学年に応じた進路指導に努

めたい。個別最適な進路指導を全教職員

で連携して行っていきたい。 

 

 

２ 学校運営への提言 

・災害時には体育館が避難所になっているが、鍵等の管理や避難所開設時に

おける学校の果たす役割を示す必要がある。 

 

 

 

・避難所開設時の学校の果たす役割につい

ては、危機管理マニュアルの見直しを図

ったり行政機関と連携したりしながら、

確認作業を進めたい。 


